
   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）
担当課

◎　展開する事業群(3-1-1) 担当課
担当課

基本目標 3
子どもが安心して暮らし、育つことが
できる環境づくり 担当課

施策目標 （1） 地域における子育て支援の推進 担当課

基本施策分野 ① 地域の教育力・社会力の向上 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

生涯学習人材バンク
社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26
保育ボランティア登録者数１4人
11月23日草内小ミニライブ2名　2月16日教育講演会2名

保育ボランティア登録者数20人
教育講演会 2月14日

子育てセミナーの開催
社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26
家庭教育子育てセミナー（中央市民大学公開講座）9月１３日参
加者２０人
地域子育てセミナー(８小学校)８事業　参加者４５１人

地域子育てセミナー(全９小学校)９事業　参加者７９６人

ふるさと体験学習の推
進

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26
９地域委員会　合計65事業
参加者総数　約３４７３人　(参加人数不明の事業あり)

９地域委員会　合計66事業
参加者総数　約７８１２人　(参加人数不明の事業あり)

子どもの居場所づくりの
推進

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26 新規２地域開設。４２区・自治会のうち１４箇所で継続実施。 新規２地域開設。４２区・自治会のうち１５箇所で継続実施。

担当課

事業内容（細事業）

○生涯学習事業保育ボランティア事業
（市民の生涯学習事業支援のための人材派
遣・斡旋）

★　新規事業（５）　　☆拡充事業（２６）　＊計画にない新規Ｈ２２（２）・Ｈ２３（２）

○子育てセミナー
（再掲1-（1）-④、1-（2）-①、1-（3）-③、2-（1）
-①）

○ふるさと体験学習
（再掲2-（1）-⑤、3-（1）-②）

○子どもの居場所づくりの推進
（再掲2-（1）-⑥）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）
◎　展開する事業群(3-1-2) 担当課

担当課

基本目標 3
子どもが安心して暮らし、育つことが
できる環境づくり 担当課

施策目標 （1） 地域における子育て支援の推進 担当課

基本施策分野 ② 地域における世代間交流等の推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

子育て支援

①高齢者と小学生のグラウンドゴルフ交流会（年２回：７月・１０月）
※高齢者が子どもたちに技を伝授
②よもぎだんごつくり　(6月1日)
※高齢者が子どもたちに調理を指導
③高齢者と子どもたちとのもちつき交流会（年１回：１月）
※高齢者のリードのもと
④紙粘土でオリジナルフォトフレームをつくろう( 2月22日)
※高齢者と小学生が一緒に製作

①高齢者と小学生のグラウンドゴルフ交流会（年２回：５月・１０月）
※高齢者が子どもたちに技を伝授
②　ながしそうめん(７月２６日)
※高齢者が子どもたちにながしそうめん台の作り方を指導
③高齢者と子どもたちとのもちつき交流会（年１回：１月）
※高齢者のリードのもと

子育て支援
公立･民間保育所（園）で老人福祉施設の訪問・地域の老人との
交流事業（餅つき・観劇）・囲碁教室を実施

公立･民間保育所（園）で老人福祉施設の訪問・地域の老人との
交流事業（餅つき・観劇）・囲碁教室を実施

ふるさと体験学習の推
進

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26
９地域委員会　合計65事業
参加者総数　約３４７３人　(参加人数不明の事業あり)

９地域委員会　合計66事業
参加者総数　約７８１２人（参加人数不明の事業あり）

担当課

事業内容（細事業）

高齢者等との交流の推
進

○大住ふれあいセンターでの交流事業の推進

Ｈ22～26

○保育所地域活動事業
　・世代間交流事業
（保育所児童の老人福祉施設等への訪問活動
等）
（再掲3-（1）-⑤）

○ふるさと体験学習
（再掲2-（1）-⑤、3-（1）-①）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）
◎　展開する事業群(3-1-3) 担当課

担当課

基本目標 3
子どもが安心して暮らし、育つことが
できる環境づくり 担当課

施策目標 （1） 地域における子育て支援の推進 担当課

基本施策分野 ③
地域における子育て支援団体等の
活動の充実 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

民生児童委員・主任児
童委員による子育て支
援事業への支援

社会福祉 Ｈ22～26
親同士、子同士の気軽な交流の場として、各地域で実施されて
いる子育て支援事業に対する民生委員・児童委員の活動を支援
した。

親同士、子同士の気軽な交流の場として、各地域で実施されて
いる子育て支援事業に対する民生委員・児童委員の活動を支援
した。

子ども会育成事業の推
進

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26
子ども体験教室（中央公民館事業）　７月２７日　午前・午後延べ４
６人参加

子ども体験教室（中央公民館事業）　７月２７日・８月２０日・８月２１
日・８月２７日　午前・午後延べ108人参加

★５
子どもの遊び場情報誌
の作成（★）

子育て支援 Ｈ22～26
同志社大学のロームプロジェクトにおいての企画で作成したマッ
プデータを４０００部印刷。

なし

市民参画 Ｈ22～26 ・市民活動推進補助金の交付　３件 ・市民活動推進補助金の交付　１件

市民参画 Ｈ22～24
・市民活動はじめの一歩実践講座の開催　７回シリーズ、受講生
１１人

・市民活動はじめの一歩実践講座の開催　５回シリーズ、受講生
８人
・市民活動パワーアップセミナーの開催　受講者　１５名

担当課

事業内容（細事業）

○子育てサロン
（再掲3-（1）-④）

○子ども会育成事業
　・地域子ども会の育成と支援

○子どもの遊び場情報誌の作成（★）
（再掲3-（1）-⑥）

市民活動の支援

○市民団体の活動助成

○（仮称）市民活動講座
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）
◎　展開する事業群(3-1-4) 担当課

担当課

基本目標 3
子どもが安心して暮らし、育つことが
できる環境づくり 担当課

施策目標 （1） 地域における子育て支援の推進 担当課

基本施策分野 ④
仲間づくり、子育て支援のネットワー
クづくりの推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

学校教育
次年度3歳児となる幼児と保護者を対象に、市立幼稚園8園で実
施し、参加実績244組。

次年度3歳児となる幼児と保護者を対象に、市立幼稚園8園で実
施し、参加実績320組。

社会福祉
親同士、子同士の気軽な交流の場として、各地域で実施されて
いる子育て支援事業に対する民生委員・児童委員の活動を支援
した。

親同士、子同士の気軽な交流の場として、各地域で実施されて
いる子育て支援事業に対する民生委員・児童委員の活動を支援
した。

子育て支援
延べ利用者数（保護者含む）
田辺児童館　101人　普賢寺児童館　427人　大住児童館
12,163人
合計 12,691人

延べ利用者数（保護者含む）
田辺児童館　117人　普賢寺児童館　314人　大住児童館　１２、６
６９人
合計１３，１００ 人

子育て支援
延べ利用者数（保護者を含む）
普賢寺児童館　5,909人　大住児童館　3,518人　南山こどもセン
ター　902人　合計　10,329人

延べ利用者数（保護者を含む）
普賢寺児童館　6,655人　大住児童館　3,305人　南山こどもセン
ター　607人　合計　10,567人

子育て支援 3つの保育所が年間72回園庭を開放し、延べ578人が利用した 3つの保育所が年間72回園庭を開放し、延べ664人が利用した

子育て支援

河原・大住子育て支援センターにおいて
園庭開放３，６４３人　親子あそび１，９５１人　すくすくサロン３０８
人
サークル活動のサポート出前保育１１７６名

河原・大住子育て支援センターにおいて
園庭開放５，３５３人　すくすくサロン６５８人
サークル活動のサポート出前保育１０７７名

事業内容（細事業）

仲間づくりの支援

○親子なかよし学級（幼稚園）

Ｈ22～26

○子育てサロン
（再掲3-（1）-③）

○ふれあい広場（児童館）

○親子教室（児童館）

○園庭開放（保育所）

○地域子育て支援センター事業
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

子育て支援

ねこバス　３回/年　合計　７６名
トレジャー・キッズ☆　３回／年　５９名
子育てママ応援し隊「はいはい」　　２回／年　５６名
ピー・カー・ブー！　1回／年　８９名
あっぷっぷ・あおいくま合同　1回／年　４２名
ちびミッフィー　　１回／年　２５名

６月７日サークルリーダー交流会（事業紹介・交流）　合計　２３名
１１月１日サークルリーダー交流会（あそびの紹介・交流会）合計
２６名
１２月６日サークル向け講習会（歯について）　　合計　５３名
１２月７日サークル向け講習会（わらべうた）　　合計　２０名

ねこバス　３回/年　合計　６３名
ぴっぴ　　１回／年１５名
ピー・カー・ブー！　３回／年　１６３名
Ｂａｂｙピー・カー・ブー！　１回／年　３６名
どろんこクラブ　1回／年　１４名
ちびミッフィー　　２回／年　５２名

６月６日サークルリーダー交流会（遊びの紹介）　合計　３４名
１１月１９日サークルリーダー交流会（クリスマス政策・交流会）合
計２２名
１２月１０日サークル向け講習会（救命講習）　　合計　１２名
２月５日サークル向け講習会（わらべうた）　　合計　３７名

子育て支援 サークルへ派遣　３回 サークルへ派遣　３回

子育て支援 サークルへ派遣　１１回 サークルへ派遣　１６回

子育て支援
社会福祉センター　２８回
コミュニティホール　　１回

社会福祉センター　１９回　　中部住民センター　１回
中央公民館　１回　　コミュニティホール　１回

育児サークルの支援

○子育てサークルの支援
　・サークルリーダー交流会

Ｈ22～26

○保健師等の派遣

○えぷろんママの派遣

○活動場所の提供等
（児童館、地域子育て支援センター等）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）
担当課

◎　展開する事業群(3-1-5) 担当課
担当課

基本目標 3
子どもが安心して暮らし、育つことが
できる環境づくり 担当課

施策目標 （1） 地域における子育て支援の推進 担当課

基本施策分野 ⑤ 学校等における地域との交流の推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

地域に開かれた保育
事業の推進

子育て支援 Ｈ22～26
公立･民間保育所（園）で老人福祉施設の訪問・地域の老人との
交流事業（餅つき・観劇）・囲碁教室を実施

公立･民間保育所（園）で老人福祉施設の訪問・地域の老人との
交流事業（餅つき・観劇）・囲碁教室を実施

学力の充実・向上と個
性を生かす教育の推進

学校教育 Ｈ22～26

総合的な学習の時間等で地域の人材を活用した。
講師等謝金　小学校560千円、中学校303千円
同志社大学等の学生ボランティアによる学習支援を実施した。登
録者２６人

子ども・学校応援プロジェクト「教育実践モデル校」指定事業
１２校すべてをモデル校に指定し、研究を開始した。
同志社大学等の学生ボランティアによる学習支援を実施。登録
者２１人。

担当課
◎　展開する事業群(3-1-6) 担当課

担当課

基本目標 3
子どもが安心して暮らし、育つことが
できる環境づくり 担当課

施策目標 （1） 地域における子育て支援の推進 担当課

基本施策分野 ⑥ 大学との連携の推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

学力の充実・向上と個
性を生かす教育の推進

学校教育 Ｈ22～26

総合的な学習の時間等で地域の人材を活用した。
講師等謝金　小学校560千円、中学校303千円
同志社大学等の学生ボランティアによる学習支援を実施した。登
録者２６人

子ども・学校応援プロジェクト「教育実践モデル校」指定事業
１２校すべてをモデル校に指定し、研究を開始した。
同志社大学等の学生ボランティアによる学習支援を実施。登録
者２１人。

★5
子どもの遊び場情報誌
の作成（★）

子育て支援 Ｈ22～26
同志社大学のロームプロジェクトにおいての企画で作成したマッ
プデータを４０００部印刷。

子育てマップ発行：３０００部

担当課

事業内容（細事業）

○保育所地域活動事業
　・保育所体験事業（園庭開放）
　・育児講座
　・世代間交流事業
（再掲3-（1）-②）

○特色ある学校づくり
　・社会人講師の活用
　・ボランティア受入れの促進
（再掲2-（1）-①、3-（1）-⑥）

事業内容（細事業）

○特色ある学校づくり
（再掲2-（1）-①）、3-（1）-⑤）

○子どもの遊び場情報誌の作成（★）
（再掲3-（1）-③）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）
◎　展開する事業群(3-2-1) 担当課

担当課

基本目標 3
子どもが安心して暮らし、育つことが
できる環境づくり 担当課

施策目標 (2)
（２）子どもと子育て家庭にやさしいま
ちづくり 担当課

基本施策分野 ① 豊かな自然環境の活用と保全 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

農政
薪甘南備山生活環境保全林の維持管理を行った。
5月、１１月に京セラが薪甘南備山保存会と協働で行うモデルフォ
レスト運動（治山活動）を支援した。

薪甘南備山生活環境保全林の維持管理を行った。
5月、１１月に京セラが薪甘南備山保存会と協働で行うモデルフォ
レスト運動（治山活動）を支援した。

社会教育・ス
ポーツ推進

野外活動の集い　450人 野外活動の集い　500人

社会教育・ス
ポーツ推進

野外活動に親しむ日　150人 野外活動に親しむ日　250人

社会教育・ス
ポーツ推進

わくわく体験クラブ　延べ1,209人 わくわく体験クラブ　延べ1,047人

社会教育・ス
ポーツ推進

夕涼みのつどい　90人 夕涼みのつどい　120人

学校教育 未実施 （米作りや栽培活動を実施）

☆22 環境
きょうたなべ環境市民パートナーシップ活動支援
・保全活動及び啓発イベント等への支援（里山整備、エコウォー
キング、自転車利用啓発、省エネ相談、環境授業等）

きょうたなべ環境市民パートナーシップ活動支援
・保全活動及び啓発イベント等への支援（里山整備、エコウォー
キング、自転車利用啓発、省エネ相談、環境授業等）

環境 ・市民一斉清掃を２回実施（延べ６７団体）、参加者　１９，８８１人 ・市民一斉清掃を２回実施（延べ７０団体）、参加者　２０，８９９人

環境

緑のカーテン市民説明会の開催（5月19日）
・講演「温暖化と省エネについて」
環境フェスタの開催（11月17日）
・講演「日本縦断徒歩の旅」

緑のカーテン市民説明会の開催（5月18日）
・講演「温暖化防止について」
環境フェスタの開催（11月16日）

環境
公共施設におけるKES環境マネジメントシステムの継続認証
「家庭ではじめる省エネガイドブック」の発行

公共施設におけるKES環境マネジメントシステムの継続認証
「子ども省エネ相談所」開催

事業内容（細事業）

☆21
京田辺市都市計画マス
タープランの改訂及 び
実施（☆）

○周辺環境・自然環境に配慮した土地利用の
推進

都市計画
計画交通

Ｈ21～22 平成２２年度改訂完了 平成２２年度改訂完了

自然体験活動等の促
進

○自然体験活動
（薪甘南備山生活環境保全林の活用など）

Ｈ22～26

○野外活動のつどい
（再掲2-（1）-⑤）

○子どもの日（野外活動に親しむ日）無料開放
（再掲2-（1）-⑤）

○土曜わくわく体験教室
（再掲2-（1）-⑤）

○夕涼みのつどい
（再掲2-（1）-⑤）

○学校田、学級園等での野外活動体験活動

京田辺市環境基本計
画に基づく総合的な環
境施策の推進（☆）

○きょうたなべ環境市民パートナーシップ活動
支援（☆）

Ｈ22～26

○美化意識向上のための啓発
（市民一斉清掃の推進・美化啓発看板の設
置、空き地除草の指導等）

○市民環境セミナー

○地球温暖化防止活動の促進
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

水と緑のネットワークの
推進

施設整備 Ｈ22～26
水辺の散策路ルート案を策定し、次年度整備箇所の選定を行っ
た

○水辺の散策路整備に伴う測量設計　一式
○水辺の散策路整備工事　工事延長　Ｌ＝585ｍ
○水辺の散策路整備（ルートｃ１）完成に伴う披露セレモニー
（H27.2.26）

☆23 施設管理
緑の基本計画策定の見直しについては現計画において事業展
開ができていることから実施は行わず、緑の基本計画に基づき、
緑化推進事業を踏襲していく。

緑の基本計画策定の見直しについては現計画において事業展
開ができていることから実施は行わず、緑の基本計画に基づき、
緑化推進事業を踏襲していく。

施設管理 H25.11.3（１回目）９３名　　H25.3.21（２回目）111名 H26.11.3（1回目）116名　　H27.3.21（2回目）120名

施設管理 H25.4.19 12組 H26.4.19 12組

清掃衛生

ごみカレンダーを拡大するとともに、カレンダー形式に書き換え
て、画像も多くし、誰にでもわかりやすいデザインとした。配布は、
年２回行った。
ホームページにおいても、ごみカレンダーをPDF形式で配布し
た。

ごみカレンダーを拡大するとともに、カレンダー形式に書き換え
て、画像も多くし、誰にでもわかりやすいデザインとした。配布は、
年２回行った。
ホームページにおいても、ごみカレンダーをPDF形式で配布し
た。

清掃衛生 補助件数13件。 補助件数17件。

清掃衛生
補助団体81団体。
新聞、雑誌、段ボール、紙パック、布類、ビン、金属の累計2,263
ｔ。

補助団体80団体。
新聞、雑誌、段ボール、紙パック、布類、ビン、金属の累計2,250
ｔ。

清掃衛生

エコパークかんなびと協働で、もの作り教室を18回開催した。
また、市でも市内小学校の施設見学を受け入れ、児童向けに実
際にパッカー車を利用した出前講座を行うとともに、市民向けにも
MOTTAINAIでごみ減量！というテーマで各地公民館等に出前
講座を実施した。

エコパークかんなびと協働で、もの作り教室を18回開催した。
また、市でも市内小学校の施設見学を受け入れ、児童向けに実
際にパッカー車を利用した出前講座を行うとともに、市民向けにも
MOTTAINAIでごみ減量！というテーマで各地公民館等に出前
講座を実施した。

清掃衛生

京田辺エコパークかんなびの活動（３R推進活動に関する各種研
修や学習教室、イベント企画、リユ－スフェア－、勉強会、見学会
など）の支援を行った。
新田辺東商店街の空き店舗を利用したエコパークかんなびキララ
店と協働して、キララフェスティバルなどにも参加し、ぬいぐるみや
食器などのリユース普及活動も行った。

京田辺エコパークかんなびの活動支援として、専任の職員を３名
雇用し、高齢化が進むエコパークで対応できないリユース品の引
取りサービスや、キララ店の運営支援、及び各種研修や学習教
室、イベント企画、リユ－スフェア等の支援を行った。キララフェス
ティバルや、京都府環境フェスティバルへの参加など、イベント参
加も積極的に実施している他、職員とボランティアの垣根を越え
た協働を実施している。

京田辺市の文化を次
世代に受け継ぐ事業の
推進

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26 未実施
大住隼人舞など市指定文化財への補助や国・府指定等文化財
の保全のための事業に補助金を交付した

担当課

○広幅員道路や河川を利用した線的緑化と自
歩道のネットワーク化

緑化の推進（☆）

○緑の基本計画策定の見直し（☆）

Ｈ22～26○誕生記念樹配布

○市民記念植樹祭

循環型社会の構築
（☆）

○ごみの分別収集の徹底
（ごみ収集カレンダー、広報紙、ホームページ
等により告知し、ごみの分別を周知徹底）

Ｈ22～26

○家庭生ごみ自家処理容器等設置費補助
（家庭から排出される生ごみを自家処理しても
らうことによりごみの減量化を図る。購入金額に
対して補助金交付）

○再生資源集団回収事業補助
（家庭から排出されるごみの内、再生できるご
みをリサイクルしてもらうことにより、ごみの減量
化を図る。リサイクル量に応じて補助金交付）

☆24
循環型社会の構築
（☆）

○教室・講座
（ごみの減量化施策、情報等についての講演
等）

Ｈ22～26○市民団体「京田辺エコパークかんなび」の支
援（☆）
京田辺エコパ－クかんなびを支援することによ
り、「３R」推進に取り組む。
①　リデュ－ス（Reduce）ごみ減量
②　リユ－ス（Reuse）不要品の再利用
③　リサイクル（Recycle）ごみ再利用

○文化財の保護及び市民への情報提供等
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）
◎　展開する事業群(3-2-2) 担当課

担当課

基本目標 3
子どもが安心して暮らし、育つことが
できる環境づくり 担当課

施策目標 (2)
子どもと子育て家庭にやさしいまち
づくり 担当課

基本施策分野 ② 子どもの遊び場・交流の場の充実 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

身近な遊び場の整備
社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26
平成25年度は、地元区・自治会の設置要望がなかったため、未
設置

平成26年度は、地元区・自治会の設置要望がなかったため、未
設置

体育館・運動施設の開
放

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26 スポーツに親しむ日　11回27.5時間　延べ1,057人 スポーツに親しむ日　11回　延べ1,171人

施設整備 防賀川公園（東側）の整備　…　H26へ繰越
○防賀川公園東側整備における過年度用地国債分の買戻し
○防賀川公園整備　　敷地造成　A=0.59ha

施設整備 三山木地区特定土地区画整理4号公園の整備　　N=1箇所 ○三山木地区特定土地区画整理2号公園　　　詳細設計　1式

☆25 施設管理
すてきなまちなみ支援事業実施（花の一休寺道・田辺東幼稚園
前緑地・市道南田辺狛田中央線（同志社山手中央バス停付近））

すてきなまちなみ支援事業実施（花の一休寺道・田辺東幼稚園
前緑地・市道南田辺狛田中央線（同志社山手中央バス停付近）・
田辺公園展望台散策路付近）

施設管理 公園施設長寿命化計画策定業務内で健全度調査を実施 公園施設長寿命化計画に伴い13公園21施設を更新・撤去

まちづくり事業での配
慮
（三山木地区特定土地
区画整理事業関係）

三山木整備 Ｈ22～26

・早期の土地利用を促進するため、都市計画道路等の築造工事
を施工した。
・家屋移転対象戸数１５７戸のうち、１５５戸が完了した。
・家屋移転進捗率  　　　 　９８．７　％
・仮換地指定率　  　　　　  ９８．３　％
・仮換地使用収益開始率　８７．５　％

・早期の土地利用を促進するため、都市計画道路等の築造工事
を施工した。
・家屋移転対象戸数１５７戸のうち、１５６戸が完了した。
・家屋移転進捗率  　　　 　９９．３　％
・仮換地指定率　  　　　　  ９９．１　％
・仮換地使用収益開始率　９２．４　％

担当課

事業内容（細事業）

○ストリートバスケット設置等

○スポーツに親しむ日

公園の新設、整備等
（☆）

○近隣公園の整備

Ｈ22～26

○街区公園の整備

○公園里親制度（アダプト制度）の普及（☆）

○公園遊具の安全点検の推進

○良好な市街地の形成（公共施設（道路、公
園、水路等）の整備改善、宅地の利用増進）
（再掲3-（2）-③、3-（2）-④）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）
◎　展開する事業群(3-2-3) 担当課

担当課

基本目標 3
子どもが安心して暮らし、育つことが
できる環境づくり 担当課

施策目標 (2)
子どもと子育て家庭にやさしいまち
づくり 担当課

基本施策分野 ③ 安心・安全の生活環境の確保 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

都市計画
計画交通

平成２２年度改訂完了 平成２２年度改訂完了

都市計画
計画交通

平成２２年度改訂完了 平成２２年度改訂完了

開発指導 ４０件派遣 27件派遣

開発指導
市営住宅谷ノ上団地耐震補強工事、
市営住宅西羅団地耐震補強工事設計

市営住宅西羅団地耐震補強工事、
市営住宅南山団地耐震補強工事設計

＊ 開発指導 ２４年度繰越２戸　２５年度３０戸＋簡易改修２戸 ２５年度繰越３戸　２６年度１４戸＋簡易改修３戸

子育て支援
○保育所
必要な耐震補強工事は21年度で終了

○保育所
必要な耐震補強工事は21年度で終了

教育総務
学校環境整

備

○中学校
田辺中学校既設管理棟耐震補強工事、大規模改修工事を施工
（最終年度）し完成させた。

なし

学校環境整
備

Ｈ22～26
小学校新1年生児童及び転入生を対象にホイッスルを配布（計
800個）

小学校新1年生児童及び転入生を対象にホイッスルを配布（計
750個）

＊
学校環境整

備

自転車通学をしている中学生にヘルメットを貸与し、登下
校時の安全確保に努めた。
ヘルメット１３０個（Ｍサイズ８０個　Ｌサイズ５０個）
を購入し、対象生徒に貸与した。

自転車通学をしている中学生にヘルメットを貸与し、登下
校時の安全確保に努めた。
ヘルメット１４０個（Ｍサイズ３２個　Ｌサイズ１０８
個）を購入し、対象生徒に貸与した。

地域の防犯パトロール
支援

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26

人権教育研究会　8月20日　参加者３００名
人権教育指導者研修会（市民大学公開講座）　８月２３日　参加
者６１名
京田辺市ハートフルフェスタ　１２月７日　参加者７０人
人権に係る作品展示　２９４点
子どもの人権に関する映画鑑賞　３月２５日　参加者６９名

京田辺市青少年問題連絡協議会　７月５日キララフェスティバル
会場周辺において青少年健全育成啓発及び防犯パトロール実
施
夏季休暇中、「青少年の生活環境」調査及び地域パトロール実
施、１０～12月「青少年生活環境ガイド」作成と保幼小中への配
布
京田辺市ＰＴＡ連絡連絡協議会で「交通安全対策要望書」作成

まちづくり事業での配
慮
（三山木地区特定土地
区画整理事業関係）

三山木整備 Ｈ22～26

・早期の土地利用を促進するため、都市計画道路等の築造工事
を施工した。
・家屋移転対象戸数１５７戸のうち、１５５戸が完了した。
・家屋移転進捗率  　　　 　９８．７　％
・仮換地指定率　  　　　　  ９８．３　％
・仮換地使用収益開始率　８７．５　％

・早期の土地利用を促進するため、都市計画道路等の築造工事
を施工した。
・家屋移転対象戸数１５７戸のうち、１５６戸が完了した。
・家屋移転進捗率  　　　 　９９．３　％
・仮換地指定率　  　　　　  ９９．１　％
・仮換地使用収益開始率　９２．４　％

事業内容（細事業）

京田辺市都市計画マス
タープラン改訂及 び実
施

○安全な道路空間創出のための歩道・緑道整
備

Ｈ21～２２

○交通事故防止のための交通安全施設の整
備

施設の安全対策（☆）

○耐震診断士派遣事業

Ｈ22～26

○市営住宅の耐震補強工事

○民間木造住宅の耐震改修工事等の補助
＊Ｈ２３追加

☆26 ○保育所、幼稚園、小・中学校等各施設の耐
震補強工事（☆）

登下校時の安全対策
○登下校時の安全対策
　・緊急用の笛の配布
＊Ｈ２３新規　自転車通学用ヘルメットの貸与

○京田辺市青少年問題連絡協議会防犯パト
ロール支援

○良好な市街地の形成（公共施設（道路、公
園、水路等）の整備改善、宅地の利用増進）
（再掲3-（2）-②、3-（2）-④）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

あんしん歩行エリア整
備事業計画

都市計画
計画交通

Ｈ22～26 各機関の進捗確認を行った。 各機関の進捗確認を行った。

施設整備 該当なし 該当なし

施設整備

歩行者等の安心安全を確保するため、準幹線道路の整備を行
う。
・新田辺東2条線工事　　　L=270m
・草内薪線舗装工事　　　　A=1380㎡

歩行者等の安心安全を確保するため、準幹線道路の整備を行っ
た。
・東興戸線　　　　　　防火水槽設置　N=1基
・河原浜新田線　　　　工事延長　L=113m
・山手幹線接続道路　　用地買収　A=1713.30㎡

子ども緊急避難場所等
の指定

安心まち
づくり室

Ｈ22～26 なし なし

安心まち
づくり室

１３基の街路灯を設置 ２５基の街路灯を設置

安心まち
づくり室

引き続き検討を行った
京都府田辺地域総務室、田辺署と連携し、綴喜防犯推進委員と
ともに街頭啓発を３回実施した。

計画交通 ９カ所に道路反射鏡を設置した。 ９カ所に道路反射鏡を設置した。

計画交通 京都府田辺警察書と合同で約15回啓発を実施した。 京都府田辺警察書と合同で約15回啓発を実施した。

放置自転車対策の充
実

計画交通 Ｈ22～26
セーフティーキッズスクールとして市内の児童を対象とした自転
車教室を開催した。

・京田辺市立田辺中学校における交通安全スタント事業として、
自転車の安全な乗り方や、交通法規について指導した。
・自転車マナーアップ啓発として、新田辺駅東自転車駐車場で反
射材貼付け等の啓発を行った。

安心まち
づくり室

Ｈ22～26
市内５地区をモデル地区として、災害時要配慮者等の登録を進
めている。

市内５地区をモデル地区として、災害時要配慮者等の登録を進
めている。

消防本部
安心まちづく

り室

　・　消火訓練　　　　　　　１０件　　　　　７８８人
　・　防火・防災講話　　　　３件　　　　　１７５人
　・　地震体験　　　　　　　　３件　　　　　１５５人
　・　避難訓練　　　　　　　　２件　　　　　２６３人

　・　消火訓練　　　　　　　２９件　　　　１，９０７人
　・　防火・防災講話　　　　３件　　　　　　１７７人
　・　地震体験　　　　　　　　４件　　　　　　１８４人
　・　避難訓練　　 　　　　　１１件　　　　１，０６３人

消防本部
  ・　各種訓練　　　　　３１８回　　　２，２３７人
  ・　消防学校入校　　　　１回　　　　　 　３人

  ・　各種訓練　　　　　   56 回　 　 ２ ,163人
  ・　消防学校入校　　　　２ 回　　　　　 　３人

☆１
安心・安全教育の推進
（☆）

子育て支援 Ｈ22～26
１０か月発達相談時、事故予防パンフレットを配布。５６９人
1歳６か月健診時、パンフレットを配布。619人

１０か月発達相談時、事故予防パンフレットを配布。５４６人
1歳６か月健診時、パンフレットを配布。604人

有害環境対策の推進 子育て支援 Ｈ22～26 年4回の京都府社会環境浄化推進員による見回り 年4回の京都府社会環境浄化推進員による見回り

担当課

○交通事故多発エリア（田辺地区）における事
故抑制の実施計画の進捗確認

道路整備

○幹線道路の整備

Ｈ22～26

○準幹線道路の整備

○子ども緊急避難場所等の指定
（商店等を活用した子ども緊急避難場所等の
指定）

地域での防犯対策の
充実

○防犯灯の設置等

Ｈ22～26○地域防犯体制の育成
（地域の防犯活動の芽を育成し、交流とネット
ワーク化の構築）

交通安全対策の充実

○交通安全施設の設置及び管理

Ｈ22～26

○交通安全意識の啓発

Ｈ22～26

○消防団員育成・強化事業

○自転車マナーの向上の啓発

防災対策の推進

○災害時の要援護者対策の推進
（市防災計画において、災害の影響を受けや
すい乳幼児・妊産婦等への支援・救助体制を
整備）

○自主防災組織の育成

○子どもの事故防止、救急対応等の教育及び
情報誌の作成（☆）
（再掲1-（1）-①、1-（2）-②）

○地域環境浄化活動の推進
　・京都府社会環境浄化推進員
　・綴喜地区環境浄化連絡協議会
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）
◎　展開する事業群(3-2-4) 担当課

担当課

基本目標 3
子どもが安心して暮らし、育つことが
できる環境づくり 担当課

施策目標 (2)
子どもと子育て家庭にやさしいまち
づくり 担当課

基本施策分野 ④ 子育てバリアフリーの推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

都市計画
計画交通

Ｈ21～22 平成23年度策定完了 平成２３年度策定完了

計画交通 Ｈ22～26
田辺地区において、基本構想に基づくバリアフリー事業を市や関
係事業者で進めている。JRに対し、片町線複線化促進期成同盟
会を通じて、大住駅にエレベーター設置を要望した。

田辺地区において、基本構想に基づくバリアフリー事業を市や関
係事業者で進めている。新田辺駅の内方線も含めた転落防止設
備の整備等を行った。

施設整備

歩行者等に配慮した道路整備事業を行う。
・山手幹線自転車道整備　　　L=115m
・市内道路歩道切下 　　　　 　N=18箇所
・信楽街道踏切改良　　　　　　1式

歩行者等に配慮した道路整備事業を行った。
・関屋長尾線　　　　　　　詳細設計　1式
・新田辺東駅前線他1線 　　工事延長　L=234m
・新田辺駅前線　　　　　　横断歩道設置　1式

施設管理 －
歩行者に配慮した道路改良事業を行う。
・東室垣外線　防護柵設置　L=103ｍ
・大切八田線　防護柵設置　L=37ｍ

まちづくり事業での配
慮
（三山木地区特定土地
区画整理事業関係）

三山木整備 Ｈ22～26

・早期の土地利用を促進するため、都市計画道路等の築造工事
を施工した。
・家屋移転対象戸数１５７戸のうち、１５５戸が完了した。
・家屋移転進捗率  　　　 　９８．７　％
・仮換地指定率　  　　　　  ９８．３　％
・仮換地使用収益開始率　８７．５　％

・早期の土地利用を促進するため、都市計画道路等の築造工事
を施工した。
・家屋移転対象戸数１５７戸のうち、１５６戸が完了した。
・家屋移転進捗率  　　　 　９９．３　％
・仮換地指定率　  　　　　  ９９．１　％
・仮換地使用収益開始率　９２．４　％

○バリアフリー基本構想の策定

○鉄道駅、道路、公園、駐車場等、公共施設
のバリアフリー化
（既存都市施設や公共施設のバリアフリー化を
計画）

福祉のまちづくりの推
進

○道路整備
（市道補修の際は、子どもやベビーカーに配慮
し、必要な箇所に段差の解消、細目グレーチ
ングの使用、危険箇所の転落防止策の設置）

Ｈ22～26

○良好な市街地の形成（公共施設（道路、公
園、水路等）の整備改善、宅地の利用増進）
（再掲3-（2）-②、3-（2）-③）

事業内容（細事業）

京田辺市バリアフリー
基本構想策定及び実
施
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